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市政だより γr内今月の交通事故相談日

1月25日(火〉

市役所第 1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください
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出ぞめ式に勢ぞろいした自衛消防クラブ

力 強 い
ー・・司・ー・・~..~..~..‘・ー・・~..~降、，.~.... ・・・・・・・ー・・‘・・...

自衛消防クラブ
出ぞめ式に初参加

C 

と

と

を

と

じ

て

く

だ

さ

し「

初織 の潟大， とそ予立さ に C 

1月8日消防出ぞめ式に今年初めて自衛消防クラブ

のかたがたが参加されました。

現在自衛消防クラブを結成し常時自11練にあたってい

るのは10カ所で、それぞれの町内、職場などで火災予

防や初期の消火に備えており、中には小型動力ポンプ

を持ったととろもあります。

クラフー名は次のとおりです。

諏訪八区町内自衛消防クラブ、水主町町内自衛消防ク

ラブ、須田ノ木町内自衛消防クラブ、赤佐古町内自衛

消防クラブ、本町アーケード自衛消防隊、駅通りアー

ケード自衛消防隊、大村発電所自衛消防隊、県立東浦

病院自衛消防隊、県立果樹センター自衛消防隊、共立

ハドソン自衛消防隊
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(2) J 市政だより

希
望
も
あ
ら
た
に

当
日
は
午
前

十
時
か
ら
市
民

会
館
で
成
人
の

式
を
す
ま
せ
、

ひ
き
つ
づ
き
新

成
人
の
主
張
を

し
た
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
新
成
人
者
で
、
踊
り
、
喜
劇
、

福
笑
い
、
の
ど
自
慢
な
ど
、
も
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
も
の
を
し
て
、

乙
の
日
の
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
ま

し
た
。

千
二
十
六
人
の
新
成
人

一
月
十

五
日
は

「
成
人

の
日
」

す
国
民
の
祝
日
で
す
。

民
法
第
三
条
は
「
満
二
十
年
ヲ

以
テ
成
年
ト
ス
」
と
定
め
て
あ
る

と
お
り
法
律
上
独
立
の
社
会
人
と

し
て
の
地
位
を
獲
得
し
ま
す
。
成

人
と
な
ら
れ
た
か
た
が
た
は
、
ま

ず
国
民
と
し
て
最
も
重
要
な
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
乙
れ
で
国

政
や
都
道
府
県
あ
る
い
は
市
町
村

の
政
治
に
参
加
す
る
機
会
が
得
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

乙
の
日
当
市
で
成
人
式
を
迎
え

る
人
は
男
子
五
百
三
十
八
人
、
女

子
四
百
八
十
八
人
の
千
二
十
六
人

で
す
。

お
と
な

と
な
っ

た
乙
と

を
自
覚

し
て
み

ず
か
ら

生
き
ぬ

乙
v

つ
ん
」

す
る
青

年
を
祝

い
励
ま

近
年
、
躍
進
め
ざ
ま
し

い
当
市
に
お
い
て
も
、
火

災
は
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

乙
と
し
も
、
私
た
ち
の

ま
ち
か
ら
火
災
を
撲
滅
す

る
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥ 

明

ま

る

特
に
有
権
者
と
な
る
自
分
た
ち

の
声
と
し
て
、
広
く
社
会
に
選
挙

の
重
要
さ
を
う
っ
た
え
る
た
め
新

成
人
者
の
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
、
選

挙
啓
発
の
た
め
の
広
告
塔
『
新
成

人
の
塔
』
を
市
に
寄
付
し
ま
し
た

最
後
に
市
長
を
囲
ん
で
新
成
人

の
意
見
を
交
換
し
、
意
義
あ
る

『
成
人
の
日
』
を
終
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
火
災
は
、
発
生
件
数
回

十
六
件
(
一
昨
年
四
十
二
件
)

損
害
額
は
千
五
百
万
円
と
、
最
近

五
カ
年
間
で
昭
和
四
十
四
年
の
二

千
二
百
万
円
に
つ
ぐ
も
の
で
す
。

原
因
別
で
は
、
飛
び
火
が
ト
ッ

プ
を
し
め
て
い
ま
す
。

内
訳

火
災
種
別

建

物

二
十
六
件

ち、

親

切

な

な
お
、
こ
の
た
び
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
か
た
は
、
昭
和
二
十
六

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

で
す
。竹松一福重近くなりました

矢次橋と取り付け道路完成
車林

お
も
な
原
因飛

び
火

総
工
費
二

千
三
百
万
円

で
工
事
を
急

い
で
お
り
ま

し
た
矢
次
橋

は
取
り
付
け

道
路
も
完
成

し
、
竹
松
l

福
重
聞
の
距

離
が
た
い
へ

ん
近
く
な
り

便
利
に
な
り

ま
し
た
。

橋
長
は
二

十
八
メ
l
ト

野

十
二
件

三
件

五
件

両

そ
の
他火

四

件

た

き

火

四

件

タ

バ

コ

三

件

不
明
(
放
火
の
疑
い
も

放

ま

大

ち

村

完
成
し
た
矢
次
梧

ル
で
橋
幅
は
五
・
五
メ
ト
ル
で

す。
取
り
付
け
道
路
は
、
今
冨
の
方

へ
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
宮
小
路

の
方
へ
百
メ
ト
ル
、
合
計
三
百

五
十
メ
ー
ト
ル
舗
装
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

五
件

く
れ
ぐ
れ
も
火
の
も
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 合

む
)

五
件

「
防
火
デ

l
」

農
業
倉
庫
の
火
災
予
防
月
間

期
間
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十

五
日
J
昭
和
四
十
七
年
二
月
十

四
日

市

日
焼
楕
も
完
成

工
費
ニ
百
万
円
で

十
月
か
ら
工
事
を
始
め
て
お
り

ま
し
た
日
焼
橋
(
橋
長
六
・
九
メ

ー
ト
ル
、
橋
幅
五
・
六
メ
ー
ト

ル
)
が
完
成
し
、
ま
も
な
く
舗
装

も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

完
成
し
た
日
焼
楕

文
化
財
防
火
デ
l

昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十

期
日六

日
関
係
機
関
か
ら
指
示
が
あ
っ
た

乙
と
と
思
い
ま
す
が
、
市
消
防
本

部
で
も
関
係
者
の
積
極
的
な
防
火

対
策
、
訓
練
な
ど
の
実
施
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
要
請
の
あ
り
し

だ
い
協
力
、
指
導
を
し
ま
す
。

(
市
民
運
動
推
進
協
吋

ι会
)
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⑥ 

県
営
久
原
団
地

入

居

者

募

集

県
営
久
原
団
地
が
ま
も
な
く
完

成
し
ま
す
の
で
次
に
よ
り
公
募
し

ま
す
。

マ
第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建

八
戸

間

取

り

六

畳
、
六
畳
、

三
畳
程
度
の
台
所

(
一
戸
当
た
り
三
十
六
、
五
二
平

方
メ
ー
ト
ル
)

マ
第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建

四
戸

間
取
り
六
畳
、
六
畳
、

三
畳
程
度
の
台
所

(
一
戸
当
た
り
三
十
四
平
方
メ
ー

ト
ル
)

市政だより

入
居
資
格

①
県
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人
。

②
本
人
及
び
配
偶
者
の
収
入
を
合

算
し
て
昭
和
田
十
六
年
一
月
か
ら

(3) 

健

で

文

康
同
年
十
二
月
ま
で
の
総
収
入
を
所

得
税
法
に
よ
る
控
除
を
し
た
残
額

を
十
二
で
割
っ
た
額
か
ら
扶
養
親

族
一
人
に
つ
き
五
千
円
を
控
除
し

た
額
が
第
一
種
四
万
六
千
円
以
下

ま
た
第
二
種
二
万
七
千
円
以
下
で

あ
る
乙
と
。

③
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
〈
未
届
の
妻
を

含
む
)
が
あ
る
こ
と
。

家
賃第

一
種
簡
平
屋

第
二
種
簡
平
屋

五
千
五
百
円

四
千
五
百
円

敷
金

家
賃
の
三
カ
月
分

公
募
期
間

二
月
十
日
か
ら
二
月
二
十
一
日

ま
で
(
平
常
事
務
時
間
内
)

申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

抽
選
日
及
び
場
所

一
一
月
二
十
五
日

大
村
市
役
所
大
会
議
室

午
前
九
時

入
居
予
定
日
三
月
十
五
日
ど
ろ

詳
し
く
は
建
築
課

へ

新

有

権

者

感

想

文

募

集

主
催自

治
省
行
政
局
選
挙
部

財
団
法
人
公
明
選
挙
連
盟 の

化

的

な

民

ま

市

の

一

ー

ど

寄

付

あ

り

が

と

う

一

一

ご

ざ

い

ま

し

た

l

一

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

多
大
村
氏
踊
愛
好
会
(
代
表
者
市
一

一
品物
市
内
古
町
五
区
十
班
の
山
田
静
内
富
の
原
郷
一

六
西
山
イ
チ
さ
一

一

馬
さ
ん
は
亡
母
シ
ツ
さ
ん
の
忌
ん
)
は
民
踊
大
会
で
得
ら
れ
た
一

一
明
け
に
当
た
り
町
内
児
童
遊
園
祝
金
の
う
ち
か
ら
金
一
封
を
一

一
地
の
遊
具
施
設
費
と
し
て
金
一
修
大
村
福
祉
会
(
代
表
者
市
内
西
一

一

封

を

本

町

岩

永

満

子

さ

ん

)

は

チ

ャ

一

一
品
物
市
内
琴
浜
町
二
二
溝
江
ツ
タ
さ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ー
を
開
催
さ
れ
一

た
際
の
純
益
金
を

一

一
ん
は
亡
父
栄
蔵
さ
ん
の
生
前
の

一
ど
意
志
と
し
て
金
一
封
を

品物
市
内
小
佐
古
川
添
静
さ
ん
は
亡
一

母
マ
ツ
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た
日

一
修
市
内
諏
訪
郷
一
二
九
二
尾
崎
実

り
金
一
封
を

υ

さ

ん

は

妻

の

亡

父

山

道

源

作

さ

一

一
ん
の
忌
明
け
に
当
た
り
生
前
清

品物匿
名

氏

か

ら

金

一

封

↑

一

和

国

へ

入

所

お

世

話

に

な

っ

た

交

通

遺

児

の

た

め

一

一
お
礼
の
一
端
と
し
て
金
一
封
を

A
V
合
資
会
社
徳
田
屋
(
徳
田
正
男
一

b
A
W
市
内
東
三
城
町
七
l
一
四
浜
田
さ
ん
)
は
交
通
遺
児
の
た
め
に
一

一
稜
子
さ
ん
は
亡
夫
定
義
さ
ん
の
と
居
内
に
愛
の
募
金
箱
を
設
け
一

一
忌
明
け
に
当
た
り
金
一
封
を
協
力
を
受
け
ら
れ
た
お
金
を
一

一
品物
市
内
木
町
三
丁
目
三
八
六
安
、永

av市
内
外
浦
小
路
一
丁
一
一
三
寺
井
一

一
文
子
さ
ん
は
亡
夫
正
義
さ
ん
の
良
市
さ
ん
は
亡
妻
ア
キ
子
さ
ん
一

一
忌
明
け
に
当
た
り
金
一
封
を
の
忌
明
け
に
当
た
り
金
一
封
を
一

内
容
と
標
題

最
近
の
選
挙
に
お
い
て
あ
る
い

は
「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新
有

権
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
地
方

自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て

自
分
自
身
で
経
験
し
、
も
し
く
は

考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
た
乙
と

標
題
は
そ
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。

枚
数

ち

(
大
村
市
の
都
市
像
ソ

千
六
百
字
以
内
(
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
四
枚
以
内
)

応
募
資
格

昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た
も
の
。

締
切
日

昭
和
四
十
七
年
一
月
三
十
一
日

(
当
日
消
印
有
効
)

提
出
先

長
崎
県
選
挙
管
理
委
員
会

長
崎
市
江
戸
町
二
番
十
三
号

賞
金最

優
秀

(
一
編
)
三
万
円

入
賞
(
一
編
に
つ
き
)
一
方
円

記
念
品

佳
作

応
募
上
の
注
意

①
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
(
と
も

に
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
る
)

性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
を

原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
(
字
数

の
制
限
外
)

②
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

①
入
選
作
品
は
明
る
く
正
し
い
選

挙
推
進
運
動
の
た
め
に
自
由
に
使

用
で
き
る
乙
と
。

④
乙
の
感
想
募
集
が
行
な
わ
れ
る

と
と
を
知
っ
た
媒
体
名
(
新
聞
紙

名
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
局
、
県
、

市
の
広
報
紙
名
な
ど
)
を
記
入
。

国

有

林

を

た
い
せ
つ
に

狭
い
国
土
に
一
億
の
人
口
が
ひ

し
め
く
日
本
、
そ
の
国
土
の
お
よ

そ
三
分
の
こ
が
森
林
で
す
。
そ
し

て
、
乙
の
森
林
は
世
界
に
誇
れ
る

ほ
ど
の
内
容
を
も
っ
て
お
り
面
積

で
は
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
に
お
よ
び

ま
せ
ん
が
、
質
の
面
で
は
り
っ
ぱ

な
森
林
国
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
森
林
は
、
私
有
林
が
六

十
%
、
公
有
林
(
県
市
町
村
有
)

が
十
%
、
国
有
林
が
三
十
Mm
で
す

最
近
は
大
自
然
と
み
ど
り
を
求

め
て
国
有
林
に
は
い
る
人
た
ち
が

ふ
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
高

山
植
物
(
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
、
ツ
ゲ
な
ど
)
や
庭
石

の
盗
採
、
野
鳥
の
捕
獲
、
火
の
不

始
末
に
よ
る
山
火
事
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
乙
の
よ
う
な
不
法
行
為

を
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
警
察

署
か
、
左
記
の
営
林
署
担
当
区
事

務
所
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
み
ん
な
で
国
有
林
を
た

い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

萱

瀬

電

萱

瀬

八

黒

木

電

萱

瀬

一

一

一

五

松

原

電

大

村

八

五

二

七
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(4) 

「
青
年
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
教
室
」
開
催

市政だより

あ
な
た
の
職
場
で
、
グ
ル
ー
プ

サ
ー
ク
ル
で
「
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ

ン
が
必
要
だ
な
あ
」
と
、
感
じ
た

乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
必
要

だ
け
ど
、
ど
う
や
れ
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」
「
ぜ
ひ
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、

思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に

「
青
年
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

期

日

二

t
三
月
の
毎
週
水
曜
日

時
間
午
後
七
時

1
九
時

場
所
大
村
市
中
央
公
民
館

対
象
職
場
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
担
当
者
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク

ル
の
リ
ー
ダ
ー
、
青
年
団
体
な
ど

話 1

2引
111 
43 ! 

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

そ
の
他
一
般
青
年

内
容
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
意

義
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
、
と
り
入
れ
方
、
実
技
(
ゲ
ー

ム
の
い
ろ
い
ろ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
ソ
ン
グ
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
ス
タ
ン
ツ
(
す
劇
)
、
そ
の

他
)

申
し
込
み
一
月
二
十
五
日
ま
で

に
、
市
社
会
教
育
課
へ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

募

集

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
で
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

希
望
者
は
自
筆
麗
歴
書
、
戸
籍

日曜当番医

日|診療科目 |医 院 名 |耐在地 |竃

i内科 近 藤 医院 武部 25 
楠木眼科 東本町 27 

内科 松 永 医院 乾馬場 29 
小児科 田川小児科 皆同郷 8545 

13 
皮ふ科佐伯皮 ふ科武部 4330
外 科中 島 外 科 西 三 城 3875
内 科毛 刺 医院ーノ郷 8517

小児科 田JII小児医院 武部 4000 

20 
眼 科 岩 崎 眼 科 東三域 3435 

内 科 琴尾医院 東三城 2056 
内.整形外科 橋口医院 原口 8739 

内 科 南野医院 西三城 3735 

27 
整形外 科 貞松整形 東本町 2602 
内・産婦人科 朝長医 院 辻田 3266 
内 科野口 医 院 並松 2339 

2月の

一 大村八景を募集 -

市
は、

ζ

と

し
の
二
月
十
一

日
を
も
っ
て
市

制
施
行
満
三
十

周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
ζ

で、

乙
の
意
義
深
い

年
に
あ
た
り
、

と
ん
ど
飛
躍
的

発
展
が
期
待
さ

れ
る
観
光
面
を

抄
本
、
写
真
四
枚
、
申
請
手
数
料

五
百
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格

川
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者

同
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

男
女

締
切
日

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
日

申
し
込
み
先

市
事
業
課
(
電
話
三
三
四
二
)

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(電
話
六
一
九
四
)

大
村
空
港
建
設

協
力
セ
ン
タ
ー
発
足

空
港
建
設
と
地
元
各
業
者
の
協

力
を
目
的
と
し
て、

去
る
十
二
月

よ
り
有
効
に
開
発
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
観
光
的
な
八
つ

の
場
所
を
投
票
し
て
い
た
だ
き
、

大
村
八
景
を
選
定
す
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

応
募
要
領

応
募
票
な
ど
は
一
月

十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
と
い
っ
し

M

ょ
に
各
世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま
す

の
で
、

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
市
商
工
観
光

課
ま
た
は
市
観
光
協
会

へ

十
九
日
大
村
空
港
建
設
協
力
セ

ン

タ
ー
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
加
入
を
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
。

事
務
所
は

大
村
商
工
会
議
所
内
で
す
。

職
業
訓
練
校
職
員
募
集

勤
務
場
所

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

資
格

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築

士
、
ま
た
は
一

級
技
能
士
の
い
ず

れ
で
も
可雇

用
促
進
事
業
団
職
員

採
用
職
種

建
築
科

給

与

高

校
教
員
に
準
ず
る

提
出
書
頬

震
歴
書

申
込
期
日昭

和
四
十
七
年
二
月
末
日

身
分

申

込

場

所

-

一

.
塩
は
食
料
用
と
し
て
な
じ
み
深
…

諌
早
市
小
船
越
町
一
一
一

一二

日一い
も
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
乳
製
一

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
-.ロ口、

パ
ン
、
め
ん
類
、
水
産
物
の
-

電
話
二

l
二
三
二
三
、
二
三
二
回
一

一
塩
蔵
品
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
~

一が
塩
全
体
の
消
費
量
か
ら
み
る
と
一

無

縁

墳

墓

の

改

葬

一

食

料

用

に

使

わ

れ

る

割

合
は
、
全
一

一
体
の
十
七
Mm程
度
で
す
。
塩
は
そ
…

大
村
空
港
建
設
に
伴
い
左
記
の
一

一
の
す
ぐ
れ
た
性
質
に
よ
っ
て
、
工
一

無
縁
墓
地
が
改
葬
さ
れ
ま
す
の
で
一

一
業
用
原
料
と
し
て
、
私
た
ち
の
豊

-

縁
故
者
は
届
け
出
ら
れ
る
よ
う
お

山一
か
な
暮
し
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
。

知

ら

せ

し

ま

す

。

-

…
そ
の
工
業
用
の
中
心
と
な
る
の
一

墓

地

の

所

在

地

一

一
は
化
学
工
業
で
、
特
に
塩
を
主
要
一

市
内
嚢
島
郷
三
八
二
番
地
一

一
な
原
料
と
す
る
ソ
ー
ダ
l
工
業
は
…

墳

墓

数

及

び

墓

地

の

名

称

一

箕
島
墓
地
基
数
不
明

↑

1
J1
li
l
i
--二

二

喜
ら
し
こ

二

改
葬
の
理
由

士

号

{

一

新
大
村
空
港
建
設
工
事
の
た
め

三

役

だ

っ

塩

二

届

出

先

一

一1
1

1

1

1

一

一

市
内
玖
島
郷
二
五
番

地

-

全
体
の
七
十
八
路
あ
ま
り
で
す
。
一

長
崎
県
大
村
空
港
建
設
局
管
理

一

医

薬
の
分
野
で
は
た
と
え
ば
出
一

部

一

血

の

際
に
使
用
さ
れ
る
リ
ン
ゲ
ル
~

届

出

期

日

一

氏

液
は
、
人
間
の
血
液
百
∞
中
に
一

昭
和
四
十
七
年
一
月
三
十
一
日
一
塩
が

0
・
七
六

l
0
・
八
九
グ
ラ
一

一
ム
含
ま
れ
て
い
る
と
と
ろ
か
ら
、
~

二
月
の
実
弾
射
撃
予
定
~
と
れ
に
ひ
と
し
い
濃
さ
と
よ
く
似
一

…
た
成
分
と
し
た
も
の
で
、
血
液
の
-

池
田
射
撃
場

一
補
市
代
周
と
し
て
つ
か
わ
れ
ま
~

-

O
一

日

か

ら

五

日

ま

で

一

で
.
そ
の
ほ
か
、

皮
革
の
な
め
し
、
-

O
七

日

か

ら

十

二

日

ま

で

…

一
石
油
の
精
製
、
土
壌
の
安
定
、
冷
…

O
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
一

…
却
用
、

窯
業
の
う
わ
ぐ
す
り
な
ど
-

O
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
一

一
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一

@
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
「

ili--・
!

}

V 


